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研究目的 本研究は、肢体不自由の人が使いやすい障害者用駐車場として考案、実装されたド

ライブスルー型障害者用駐車場のプロトタイプについて、機能の有用性を検証するこ

とを目的とする。 

研究手順 本研究は、ドライブスルー型障害者用駐車場プロトタイプの設計思想を整理し、期

待する機能に対して、同駐車施設の日常利用者ヒアリングと脊髄損傷者ドライバーの

駐車行動モニタリングを実施し、有用性を検証する。 

研究成果 １．ドライブスルー型障害者用駐車場の設計思想 

ドライブスルー型障害者用駐車場の設計思想の第一は、駐車車両の通り抜けを可能

にすることにある。前進で入庫した車両が、そのまま前進で出庫できる構造が採用さ

れている。脊髄損傷者ドライバーは、後進の際はサイドミラー等を頼りに方向転換を

繰り返して駐車する。駐車時に前進のみで入出庫できる本施設は、脊髄損傷者ドライ

バーの運転操作負荷を軽減することを期待している。また、既往の利用状況調査にお

いて、障害者用駐車場の標準型では、車両前後方向のスペースが不足することが確認

されている。本施設は、車両前後方向のスペース不足にも対応している。 

 

図１ ドライブスルー型障害者用駐車場 

 

様式 3-2 成果報告書の要約 



研究成果 

(続き) 

２．脊髄損傷者ドライバーを対象とした検証 

脊髄損傷者ドライバーの協力を得て、ドライブスルー型障害者用駐車場を対象に運

転操作負荷に関する検証を実施した。検証は、比較分析のためドライブスルー型と標

準型の２つにおいて実施した。両タイプともに九州大学伊都キャンパスに実装されて

いるものである。駐車マスのサイズは幅5ｍ、奥行き5ｍで等しく、ともに全面青色

塗装である。対象施設の構造上の相違点は、通り抜けられるか否かである。検証実験

は、停止した車両が走行を開始し、駐車マスに停車するまでの駐車行動を対象とした。

両タイプともに、同じ被験者による駐車行動を検証した。被験者の車両にレーシング

レコーダーとビデオカメラを設置し、走行開始から駐車完了までの行動を記録して運

転操作負荷の差異を測定した。 

検証の結果、ドライブスルー型は、標準型と比較して、運転操作負荷が軽減される

ことが確認できた。駐車行動の所用時間、アクセス操作回数、および、ブレーキ操作

回数が半分以下に減少し、ハンドル操作量は4割程度減少することが確認できた。具

体的には、駐車行動の所用時間は平均値で58.7%減少し、アクセス操作回数は平均値

で60%減少し、ブレーキ操作回数は平均値で63.6%減少し、ハンドル操作量は平均値

で43.9%減少した（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 脊髄損傷者ドライバーの運転操作負荷の比較 

 

 本研究で得られた知見は、次の通りである。 

1) ドライブスルー型障害者用駐車場のプロトタイプの実装を通して、整備対象地

がアイランド形状であれば、標準型の障害者用駐車場とドライブスルー型障害

者用駐車場の整備コストは同等であることが分かった。 

2) ドライブスルー型障害者用駐車場プロトタイプの日常利用者を対象にモニタリ

ングとヒアリングを実施した結果、車椅子使用者の乗降に際して車両側方およ



び車両後方のスペースは十分に余裕があることが分かった。また、入庫経路が

明快なため駐車時の切り返しが無く、運転容易性が示唆された。 

3) 脊髄損傷者ドライバーを対象に運転操作負荷を計測した結果、ドライブスルー

型障害者用駐車場プロトタイプは標準型と比べて、駐車行動の所用時間、アク

セス操作回数、ブレーキ操作回数が半分以下に減少し、ハンドル操作量は 4 割

程度減少することが分かり、運転操作負荷の軽減が確認できた。 

 

今回、プロトタイプにおける検証数はわずかであるが、ドライブスルー型障害者用

駐車場は十分に高い利用容易性を有していることが確認できた。本プロトタイプは、

アイランド形状の対象地に整備したものであるが、今後は一般化に向けて、大きなス

ペースを必要としない汎用レイアウトの検討を進めたい。 

 ドライブスルー型の障害者用駐車場の最終目標は、肢体不自由の方が使いやすく、

かつ健常者も使いやすい駐車場の実現により、インクルーシブな公共空間を達成する

ことである。本駐車施設の普及は、肢体不自由の人の外出行動の容易性を高め、社会

参加の機会増加に資すると期待できる。この駐車施設は、肢体不自由の人に留まらず、

高齢者や健常者に対しても駐車行動の容易性を高めるものである。後進を必要としな

い見通しの良い構造は、高齢者や健常者の利用容易性を高める構造であり、多くの利

用者を包摂するインクルーシブな駐車場空間となることが期待できる。 

 

 




